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盛夏の候、皆様におかれましては益々ご清祥の事とお慶び申し上げます。また、平素より当法人の事業運

営に格別のご配慮を賜り厚く御礼申し上げます。 

 令和 6 年度は、診療報酬・介護報酬・障害福祉等サービス報酬の同時改定であり、地域包括ケアシステ

ムのさらなる推進の連携強化が進められることになります。当法人も中長期的な視点を持ち地域共生社会の

実現に向けて計画を進めると同時に、介護保険制度の目標でもある自己決定に基づき、希望するところで安

心して生活できるように専門職として中心的な役割を果たしていく所存であります。 

さて、私情でございますが、今回のコロナ感染症対策等で日本独自の精神が受け継がれていると感じるこ

とが多々あります。「私の命を守ることは、他の命を守ることの一つ」であると言うことです。マスク一つに

とっても自分に感染するよりは他の人に感染させない配慮の表れだと思います。海外ではマスク効果の疑問

視から装着されない方が多い中、日本ではマスクが定着し他人を気遣う精神が自然と養われていると感じて

おります。又、災害時には食料品等の配給に整然と列を成して並ぶ姿は海外から驚きに映ると聞いたことが

あります。法人の理念は「慈しむ心を育くむ」です。相手を思いやることで人間関係が良くなり、忙しい時

や困った時は協力し合うことを意識することで難局も乗り越えられるものと確信しております。 

コロナ感染症が 5 類相当に移行したことで規制緩和がなされていますが、まだまだ油断を許さない状況が

続いております。「困った時はお互い様」と誰からともなく小さい頃から聞いている言葉です。日本には倫理

や規範の心が随所に見られます。自然と理念が受け継がれていく法人でありたいと考えております。 
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社会福祉法人は、社会福祉の発展・充実を使命として、地域住民の皆

様が日々の生活の中で必要とする様々な福祉サービスを提供し、支援

することを目標としています。 

働きやすい職

場を目指して 

◆.男性の子育て目的の休暇取得を促進!! 

◆.女性が安心して働ける場所の提供 

◆.職員育成に対するキャリアアップ支援 

◆障害者雇用優良中小企業認定【もにす】獲得!! 

 

私たちは〝尊厳と自立心〟

を大切にした介護支援が重

要だと考えています。 
 

※提供するサービス向上並

びに事業経営の透明性の

確保を図り、もって地域福

祉の推進に努めます。  


